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旭 川 医科 大学 談 話 会
最近 経 験 した.ド腿 潰瘍 の数例 から・水 元俊 裕 ・
染 色体 異 常 生成 要 因 一卵 子初 期 卯 割
胚 にお け る細胞 遺 伝 学向勺研 究 一L口 勇 次 郎 ・
建 部 高 日月 ・
佐 藤 利宏 ・
キ トウ シ山 で スキー遠 足
第1回 歩 く スキ ー講 習会
交 通安 全講 習会






法 医 学 と鬼 達
法医学の領域の中 に死体解剖があ る。長い間教室 にい
ると色 々な死体 に出会 う。時 には腐敗 ガスで膨満 し巨人
様 となった死体 もある。その腐敗臭 には辟 易す るが、こ
れを嫌 がっていては法医学者失格 である。我 々の所 ばか
りではなく医学の世界には一般 に言 う汚いもの、避 けた
い ものが沢山ある。 これ らに対 して積極的に闘 うことも
医学 を学ぶ者の宿命であろ う。
私はこのよ うな腐敗死体 に接する場合、法医学的所見
を把握 しよ うと努め ることは勿論であるが、同時にまた
別の視点で死体 を眺 めるよ うにしている。別の視点 とは
腐敗死体が神話や宗教 に与 えた影響 について想い をめぐ
らすことである。 このよ うに別の視点にたてば、 どのよ
うな腐敗臭 も気 にな らな くなるか ら不思議である。
太古 から死 は人類 にとって避け られない厳粛な事実 と
して うけとめ られて きた。 日本ばか りではなく、世 界各
国の神話が必ず死者の世界 について相当のスペースをさ
いていることも死 に対す る関心の深 さを物語 っている。
aい しや
日本 における死者の世界で最も人口に謄災 しているの
が仏教の地獄極楽の観念であろ う。12世 紀末 に画 かれた
ムん し でい
地獄草紙 をみると様々な地獄 があ り、糞尿泥(尿 糞所)
地獄 には、糞尿の池 の中で もが く男女の罪 人が針 口虫と
いう巨大な蛆のような虫 に咬まれているさまが画かれている。
また、膿血地獄 には、膿 汁の池 に入れ られた罪人が膿汁
を飲むまいと して顔 を上げれば最猛勝とい う蜂 に似た巨
大 な虫 に刺 されるさまが画かれている。これ らは死体 に
い しyt
蝟集 す る蝿、 蛆 、或 い は動物 に よ る死体 損 壊 を表 現 した
もの と考 え られ る。 この草 紙 が画 かれ た頃 の社 会 は 、 戦
乱 、大 火 、地 震 、疫 病 、飢 饅 等 が続 き、… 般 大衆 には誠
に悲惨 な時 代 で あ っ た。路 上 や河 原 には死 人 が あふ れ て
い たで あ ろ う。 こ れ らの放 置 された 死体 現 象 を目の 当 り
に した 経験 か ら作者 の 地獄 草 紙 に対 す る イ メー ジが形 成
された もの で あ ろ う。 地獄 とい えば 直 ぐ鬼 が 心 に浮 ぶ よ
うに鬼 は日本入 に とって昔 か ら馴 染 み 深 い もの で あ る。
「鬼 を欺 く」「心 を鬼 にす る」「仕 事 の 鬼J「鬼 も18番 茶 も出
花 」な どの 諺 に も使 わ れ 、桃 太 郎 、一寸 法 師 な どの お伽 噺
に も登場 し、節 分の 鬼 、 は て は雷 に まで鬼 の姿 を させ て
しま う程 で あ る。 この よ うに 日本 に定着 した鬼 は 、恐 し
い もの 、強 い もの 、無 慈悲 、残 忍 、 醜 い もの と して我 々
の生 活 の中 に入 りこん で い る。 鬼 とい う漢 字 は元 来 中国
の もの で 「鬼 神 に列 す 」 と い う言葉 に も あ るよ うに 死者
を指 した もの と言 われ て い る。 一 方 、 日本 の古 代 信仰 に
石 橋 宏
け
は カ ミ、 オニ 、 タマ、 モ ノ(物 の怪)な どが あ り、 オニ
は隠(オ ヌ)の 転 詑 した もの と も言 われ て い るが 、 この
土 着 の オ ニ と中 国伝 来 の鬼 が どの よ うに結 びつ い て オニ
ー鬼 とな っ た もの で あろ うか。寺 院 の屋 根 に飾 られて い
る鬼 瓦 の歴 史 をた どる と、 鬼 の 面 に角 が生 えた の は平 安
時 代 に入 って か らで、 そ れ以 前の 鬼 に角 は なか っ た。地
かん りよつ てつ ぶい
獄草紙の函量地獄、鉄鎧地獄などに登場す る鬼にも角は
ない。
仏教の世 界には釈迦 、菩薩のよ うな美 しく整 った像が
あり、一方では鬼 、閻魔、仁王などのよ うに脇役的 な像
が恐 しい形相 にデフォルメされて共存 している。閻魔は
地 獄の審判官 として峻烈、.威嚇的 に表現 されている。仁
王は金剛 力士の像 であり、煩悩 を打 ち砕 くとい う願いが
こめ られ寺院の門に建 てられている。これらの鬼、閻魔、
仁王などは、いずれ も顔 が大 きく赤 く、頬 が隆起 し、眼
球 が突 出 し、口は大 きく開 き歯牙 が露出 してい る。
一方
、人体においては死後変化が 高度 になると腐敗 ガ
スの産生 によって全身が膨満 し巨人様となる。老人の籔
は伸び、痩せた人 も膨満す る。眼裂は大 きく開 き、眼球
は突 出 し、口唇も膨大 して外方に翻転 し舌は突 出す る。
口 も大 きく開 き、歯肉は脱落 し、 そのため歯牙は生前よ
り大 きく長 く見える。また、血液は溶血 し血色素 が皮膚
に浸潤 して赤 くなる。腐敗の結果発生 した硫 化水素が血
色素に結合 して硫化ヘモ グロビ ンになると皮膚は緑 色と
なる。 この他 に細菌の作用 によって産生 された赤色、紫
色 、黄色 などの色素が皮膚に染着す ることもあ り、時に
は徽 によって真 白になることもある。これに加えて死体
が屍蝋化、 ミイラ化する場合 もある。特 に仏教の発祥地
である印度の気候 は この ような死後変化 を多彩なものに
し得 たで あろ う。
この ような死体現象 を太古の人類 は身近 に眺め、その
奇怪 な死後変化 に恐れおのの き、 そして死者に対す る畏
怖 か ら宗教が生れ、生界から死者の世界へ 自分達の仲間
を鬼 、閻魔、仁王 として送 り出したものであろ う。
私 は腐敗 死体 に接 する度 に、このよ うな死体現象 が仏
教の世界に包括 されている赤鬼、青鬼 、または閻魔、仁
王 などの原形であろうと考 えるのである。 このよ うな視


































つ いに原稿 締 切 り 日に な ・ノて しま った。 原 稿用 紙 の 升
目に対 面1'る と、f血の 論 文のfn;刀 りliが 目艮前 に ちらつ き
rが す くん で しま う。 ま ま よ と、 この 用紙 にヘ ンを移 し
た途 端 、 今 まで 井い て いた 論 文の 字 句 が 、 その ま ま題 名
に載 りて いた 。 その 車語 は ミ引二臓 こ と出 た。 やれ や れ 、
また また肝臓 か とUfi<a_ _f!_い た用 紙 をな げ捨 て る しか
し捨 て た 単語 が 気 に な る ぷ りた 様 な そぶ り を して も、
`1蓼実 は ふ られ た女を く 仁くよ思 いお こす に似 て い る 善,
う児あ きた 洲 「臓 こ な る単訂1に愛 着 と、 と きには憎 悪 を
憶 えた もので あ るが 、私 の'粋身 の 様 な 気が して屑 篭 か ら
Ih・び机1=に 戻1.:.た か ・、て、 随想 の 題 名は こ肝臓 と私 こ
にな 一,てしま ・、た.
今 から20数 年前 、新 宿 西 目 、 当時 は 赤提 燈 の居 酒 屋 か
軒 を重ね合 ・、で な らん で いた,、その ・角で 、 イ ンター ン
時 代 の終 りか ちか づ い でい た 私達 は これ か らの 自分達 の
進 路 な どにつ いて 、 ・人前 の医 師 が聞 けば 歯 が浮 く様 な
目調 で 、時 折 トィツ語 とtechnicaltermを 混 ぜ 合せ な がら
話 し合.、.こい た.友 人 の ・人 に こお 前 は北 海道 に!帰りて
何 をや るん だ こ と聞 か れ、 私 は 口 にほ おば った串 の 種 が
レバー で あ.,た の か あ る いは 、 日頃 、北 海 道 の熊 あつ か
い を されて い た腹 い せ か、 さ さや か な顕示 慾の 表現 か定
か で1はないか、こ俺 はLeberを や るん だ こ とか な 一,た。rI
は しりた本 人 が驚 く4:jir,に みん なは 一瞬 しら:+た 、 こ
の坊}の しらけ 、驚 きは厚 生 省 の イ ン ター ン研修 の メ ソカ
東 京第'病 院 で▽)一 年 、肝 疾患 は 内科 病 季東で数 多くみ て
≠,、f・捗∫等ミで』は、釧りの 引 き 方が∫慈く、月トを少 しで博,手員i
す るな ら、 あ らゆ る罵 隅雑 占 をあ びせ られ た 苫い思 い出
しかな い輩 には 当然 の こ とで あ った.こ 肝臓 の 外科 をや
るん だ コて?、 こ肝臓 か`㍉の出lnLは ど.)す る んだ?こ 仲
聞 は急 に ・冠易を かえ 、 口頭 質 問官 に 甲・が わ りした 己
れが い く らか で も知識 が豊 か で あ る場 合は ひ との 目 は時
と して優越 感 の 表現 と して 、軽 蔑 を浮 かべ るもの だ 、文
献 なる ちの に 目 をと お した こ との な い私 は 答 え るすべ が
なか 、た 赤 くな ・,た顔 を着恥 で/曽 々色 こ く して 呂二しま
ぎれ に 口 から 飛び出 した 言 葉 は こまる ご との移 植 よ こ答
え るや 否や 、 こば か な、 誰 が 肝 臓 を くれ るんだ こ,,こ
二で勝 負は あ りた.程 、の 目 中 では ク リコー ゲ ンで甘 い 香
りをi5/tだ 豚 の 肝肺覧が噛 み しめ られ 、胆 汁 の ぽう に が さ
か広 か.、て い りた.,出 会 いと い.)も の は偶然 性 と蓋然 性
の それ ぞれの 相 を持',も の で あ るが 、私 と肝 との出 会は
前 者で'あろ う
と 私
水 N 迫 郎
東 京遊 学 イトで杓 幌 に戻 った,、私 の 父 か獣 医 で、f・供
の頃 が ら外科 治療 の 肩云い を させ ら れ 一瞬 ・瞬 の 緊張 感
に ひ かれ て い たの で 躊躇 な く外科 に 人局 した。 入 局 して
み てi_ir教 授 引=先 生 が肺 、肝 臓 外 科 の 開拓 者で ある こ
と を知 った しか し、 入局 当時 は1'度 、教 授 が外 科 学 会
で肝 広 汎 切 除 の宿 題報 告 を終 え た あ とで あ った の で 、 テ
ィー テ ル を終 えた 研究 者は次 々 と地 方病 院 に就職 し、 ひ
と仕 事 終 えた 虚脱 感 が ノこ小 屋 を吹 きぬ け 、血 の こび りつ
い た実験 王・術台 のEの 裸 電 球 をゆ らして い た 。最 先端 の
研 究 の 場 に そ ぐわ ない環 境 の様 に思 われ た が、 この幽 霊
屋 敷 には真 夜 中 とな る と、 い つ こ か らと も な く数 人 が
集 ま り、 犬 を引 き出 し実.験が 行 われ て い た。 こ こで 、葛
【几i且力fげ 見」ヒ大孝文圭受〕7がら墳:「勺月辰管 桿奪築 をfkっ ぽ くr説1{月さ
れ 、 当臥斜充行 の月市け」匡余と 全 く1司様 に 肝 に メスがn,え られ
る こ と を教 わ った.、 これ を契 機 に口 先 きで な く 手と肌 で
肝 を味 うこ と にな る。厚顔 無 知 に も人 丁コ1門蔵をiろ う と
した り、無 前Lド肝 切除 法 とか 、肝 門 部脈 管 再建法 と か さ
ま さまな勉 強 を させ られ た が 、 それ らの 成 果は 御 本 人
の 期1芋 どお りには い か ない の が 十:の常 。 見返 りは 自分r
身 が月1淡に罹 り、 肝性 昏睡 の恐怖 に おの の くこ とになる。
退 院 後 、後 療 法 をか ね米 国 に遊 掌 して こ い とい うこ と に
な ・)た、留 学2年 目 、ボ スが何 で も 好 き にや れ と い う
の で、 イ ンY一 ン時 代 に口 ば しった 肝 移 植 に取 組 み 、
部 分 移 植 に成 功 した。 しか し依 然 と して、 友 人 が 問 うた
こ誰 が 肝 臓 を くれ るか?
この 解 答 は得 られ ず に終 一,た,、
昭 和50年 の 春 、旭 川 に 移 り住 む こ と に な る。 こ こ で選
ん だ 研 究課 題 の ・っ が、遊 離 肝細 胞 の生 体 内 移植 で あ っ
た.三 つ 子 の 魂 百 ま で と は 良 く云 っ て くれ た もので
あ る、,ある いは愚 鈍 者の 執 念深 い 恋 心 か も知 れ な い.
こ頭 のい い人 には 恋 が で きな い
,、恋 は 盲 目 で あ る,,科 学 者
に な るに は 自然 を恋 人 と しな け れば な らない 、 自然 は や
は りそ の恋 人 にの み真 心 を打 ち明 け るもの で あ るこ 寺田
寅 彦 の 文章 だ。未 だ ロマ ン を追 って もよ いの で は な い か,,
移 植 後8か 月、脾臓 に第2の 肝 臓 が で きつ つ ある フ レハ ラ
ー一トをfに し、 また 、精1'・と同 様冷 凍 保 存 した肝 細 胞 が
増 殖 す る姿 に接 し、や りと友 人 に対する答 が 得 られるよ う
に な.・て きた昨 今 で あ る、.学年 末 の試 験 な ら、 と うの昔
に退 学 の運 命 で あっ た が、生 涯 の研 究 には 期 限 が な いの
か 幸い で あ った と云 え よ う。
(外 科学 第=講 座 教 授)
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一
新 任 教 員 紹 介





各教官は既 に授 業 を
診療科充実のため遭進 してい ます。
では新任教官 から御挨拶 をいただくとともに、親
'しい教官 から本人 を紹介願 うこととしました。新任教官






内 内 」 定
ルは 言 う。言語 は 、人 間精 神 の 自由 な創 造 とい う操 作
Process)で あ る、つ ま りergonで は な くenergeiaで あ
る と フンボ ル トは 言 う。 言 語 の使 用 と習得 は、 人間 精神
の能 力の 一つ で あ る生 成能 力 に依 存 す るとチ ョム スキ ー
は 言 う。 人間 精 神 は、 自 らの存 在 と衝 突 す る と き、 言 語
へ逃 避 す る と イエ ル ム ス レ ウは言 う。 私 は、 言語 の 合理
性 と非 合理 性 の うち に人 間 をみ る。 有 意昧 で な い言 語 音
の差異 をす べ て 聞 き落 す弁 別 能 力 に感 謝 し、 努 力 を最小
に しよ うと無 意味 な音 を生 成 す る もの を嫌悪 す る。
この地 に 来 て、4ヵ 月 、 自分 の 在 る所 が まだ判 然 と し
な い。 のみ な らず、 窓 外 に 見 え るの が なぜ 飯豊 で な く大
雪 連 峰 なの か と感 じる。4階 に居 るた め なの か、 そ うい
えば 、仙 台 の8階 の 研究 室 で も同 じで あ った よ うだ。 と
も か く、 自 ら を投 げ込 ん だ環 境 をtrjggerと して 、 新 し
い視 点 を得 るた め に、領 域 を拡 大 しつ つ あ る言語 学 の さ
ほ ど遠 くな い地 へ さ迷 い出 た い衝 動 を感 じては い る。
(英語 助 教授)
セ げト ゴ げ ド ら ジ ド お 　 ヨ 　ド ナ 　 リ ド ド お　
離矯麟1:1…　・麟雛
■ 英 語 ■D.MichaelFlint
℃
平 野 日出征
私 は 、言 語 学の 一 学徒
た ろ うと、 お そ らくは辿
り着 くこ との な いで あ ろ
う道 を歩 み 始 めて しま っ
た 。 た と えい か に弱 い足
で も、歩 み を止 め るわけ
には ゆ か ない。 言 語 学は
言 語 そ れ 自体 を対象 とす





















































neverforgetEliot'swords.(外 国 人 教 師)
.2人 の 新 しい 友 人
丸 子 基 夫
新任の教官 を関係 のある古株の者が紹介 するとい う企
画は一見面白そ うだが、その結果はおそ らく、前者の印
象 を弱めその意見表明の頁 を狭 くす るだけであろ う。ま
してやここは選考委員会(秘 密会)で はないか ら、当た
り障りのない発言 にな るほかはない。
平野氏 ・フリント氏 とも英語科 である。医大の教官学
生のほ とんどは英語に関心 をもっているから、お2人 の
専門領域 と力量、人柄 と経歴はかなり全学的な関心事で
あろ うが、私は後の部分 だけに言及 させてもらう。 ヒデ
ユキ氏は工業短大出の技術者だったが、日立 を退職 して
苦学○年、東北大 にて英語学 ・言語学 を真 に研修 して言
語学科助手か ら短大講師 をへて昨年10月 に着任。英 ・羅
・朝鮮の諸語 を駆使する現代の言語科学者であると同時
に、世間でい う 「英 語の良 くで きる人」で もあることは、
マイクル氏が頻 りに彼の室 を訪 れで1時 間 も談論が続く
( のが聞えることか らも確実である
。氏の対人態度はまた
淡 白に して発言は直裁(御 本人 は ミおっちょこちょし＼
ど言 う)、柔道 と卓球 が大好 きとの こと。 「ここの学生は
教室では誠に諦めが早いです なあ司と苦い顔で言ってます。
南イ リノイ大 とSt.Louis大 で英米文学 を専攻 され博
士課程に在学中のマイクル・F氏は28才 の独身の詩人型、
母校でも1学 年の作文指導 を担当 しながらスペイ ン ・イ
タリア ・ラテン諸語 を猛勉 した とのことだが、第一の関
心は創作にあると断言、 ビールで軽 く酔 うと私に向って
カフカの深淵 な体験や 「フアウス ト」的衝動について話
しかけて きて、私の錆びた英語 に磨きをかけて くれよう
とする。この善意に満 ちた知識欲の烈 しいアメリカ青年
は、御馳走 よりも対話 を、バーに招待 されるよ りも重量
挙で競 う方 を待 ち望 んでいるらしい。 日本語の修得 もす




■生化学第二講座■ 金 沢 徹
昨年の暮北大から旭川




ほ どでもない。寒 さの き
びしい日はむ しろ清洌 な
感 じが して気持 がよい。
どうやら旭川は私の性 に
合 っているらしい。研究室 はまだ工事中で、完成 までな
おひと月はかかると云 う。現在、基礎臨床棟の カンファ
レンスルームを借 りて一人住 い、工事の進 み具合 をみに
行 くのが唯一の気晴 らしである。
教室のス タッフの人選はほぼ終 ったが・全員出揃 うの
はこの秋頃 になりそ うである。ス タッフの構成は生化学
教室 としてはかな り毛色が変 ってい るように思 う。私 自
身 もともと医学部の生理学畑の出身で、阪大理学部の生
物 学教室で10年 余り分子生理学の仕事 をした。助教授 に
内定 した重川宗一氏 も阪大医学部の内科 出身ではあるが
、私 と同 じ生物学教室で理学博士の学位 をとった変 り種
である。
これからの教室の主要 な研究 テーマ としては、生体膜
の生理機 能に関す る生化学的研究 を考 えている。と くに
、イオンの能動輸送の分子機構 がここしばら く教室 のお
もな研究課題 となろう。将 来は生体膜機能 を中心 として
、臨床研究 とのつ なが りも深めて行 きたいと思 う。
(生化学第二講座 教授)
金 沢 教 授 の こ と
黒 島 農 汎
金沢教授 とは私が北大の生理学教室 の同 じ実験室 にデ
スクを貰 った日か ら、15年来の知り合 いであり、大学院の先
輩であ る。北大医学部 を卒業後、迷 うことな く最初 から
基礎研究 者の道 を選ばれたとい うことで、当時まだ臨床
医 を目指 して いた私 にとって、金沢先生は単に先輩 であ
る以上に、大 きな影響力 をもっていた。当時はカテコー
ル アミンの分泌調節 に関する生理学的実験 をして おられ
たが、その後阪大 の理学部 に移 られて細胞膜 の生化学、
とくに膜 のイオ ン輸送に関す る研究で 目覚 しい成果 を挙
げ られ、生化学会の賞 を獲得 され 日本では勿論の こと国
際的にも高 く評価 されている トップレベルの生化学者と
して活躍 してお られる。3年 前に古巣の北 大の生理 学教
室 に戻られたが、今回本学の生化学教授 として赴任 され
たわけで、生化学第二講座は初代のチー フとして申 し分
のない立派な人物 を得た ことになる。金沢教授 の重厚、
温 厚なお人柄 は、その明晰な頭脳 と相侯って先生 と知 り合
った人の心 を忽 ち引 き付 けて しま う。私 もそうされた一
人 で、金沢教授は私の敬愛 して止 まない方であ る。従 っ
て個人的に も、 またご一緒 で きるようになった ことは こ
の上 ない喜びで あり、さらに益 々のご発展 を期待 して胸
の躍 るお もいがす るのであ る。(生理学第一講座 教授)
■驚 　鱗舞 糞～轡 驚∵










の3日 よ り始動す ることにな りま した。
脳神経外科については一般 には頭部外傷 を扱 う科 とか、




に思います。一言で言 えば神経系疾患の外科治療 を行 う
科です が、絶 えず人間と しての生と死の境 をみつめ、治
療の限 界をみつめ悩 んでいるので"悩弼外科 と自嘲的 に呼
ぶ人もいる程 です。私 自身 その意味 では最も脳神経外科
医的と自認 しておりますが、一方では我が国の医療全般
にはこの悩 みが欠け る傾向 があ るかと心配 もしておりま
す。
教育、診療、研究の三本柱 が大切 と言 うは易 しですが
そのバ ランスの とり方は大学の医師の悩 みの種でもあり
ます。私は納得のい く診療 を追求することが、教育、研
究に連 なると考えてお ります。 とくに教育の面では知識
の量よ りも、専門科 としての限度を考 えて、む しろ考 え
る医師 を作ることに努力をす ることが、専門講座の使命
の一つであ ると思っております。
脳神経外科学は基礎臨床 に亘 る広 い分野の支 えな しで
は成 り立たない科ですので、学内外の ご指導 とご援助 に
より、 ご要望 に応 えられる講座 、診療科に育てたいもの
と念願 してお ります。(脳 神経外科学講座 教授)
米増祐吉教授のプロフィール
竹 光 義 治
昭和27年 生、幼少年時代 を山陰の鳥取 で過 したので雪
は少 しも冷 くない と言 う。殊 に厚 い屋根の雪 が軒先 から
ツララと共に垂れ下っている風景 などを見ると大変懐 し
い とのこと。始めか ら北国の仲間であった。スキーも少
しやった ことは あるそ うだし、米 国 留 学 中は 一30℃ 以




人北村勝俊教授の門 を叩 く。以来、日夜徹底的に鍛 えら
れる。学位論文 は 「脳腫瘍の燐 化合物、特に核酸につい
て……」即 ち化学 に強い。
昭和42年 か らウィス コンシン大学脳外科Javid教 授の
下に留学、2年 間レヂデ ントとして勤務す。帰国後講師
として活躍、殊 に腫瘍 に関す る研究は奥 が深 く、 この方
面では高 く評価 されつっ ある。
教育熱心で着任前2か 月間イリノイ大学のセ ンターに
医学教育の新 しいシステムを学 んで来 られた。
温厚で粘 り強 く巾の広い人柄、スポーツマ ンでテニス
が得意 。 熟慮型で 決 して慌 てないところが長所 でもあ
り欠点でもある。
地元か らもス タッフが集まるとのこと、 きっと素晴 し
い旭川医大脳神経外科 が創設 されるであろう。乞 うご健
斗。(整 形外科学講座 教授)
6
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■歯科 ロ腔外科■ 北 進 一
私、昨年の11月 に本学
病院の歯科口腔外科 に着
の立場 か ら最近 の医療面
をみ ると、医学生 といえ
ども口腔領域の知識(顎 顔面部の外傷 ・奇型 ・腫瘍 ・炎
症)が 必要であることを痛感 いた してお ります。例 えば
年毎に増加 している交通 ・産業外傷 の処置 に際 して、咬
合関係 を無視 したことに起因す る咀咽困難、発音障害 を
招来 した症例 が今 なお数 多く遭遇す ること等であります。
最近 では全国の殆ん どの医科 大学 に口腔外科 が講座 ある
いは診療科 として置かれるよ うになり、前述 の知識や診
療手技 を身 につけた医師の育ってゆ くことを誠 に喜ば し
い ことと思 っております。本院の歯 科口腔外科 は開院 と
同時 に発足 しておりますが、私の着任 までの間は山中医
長(現 、北大歯学部講師)と病院長の黒 田教授 がその基礎
作 りを行って下 さいました。学生諸君には折角設けられ
た歯科 口腔外科 をムシ歯の治療 だけ に利用す るに止めず、
口腔 外科的疾患の内容にも関心を持 っていただ くことを
期待 いた しまして、着任のご挨拶 といた します。
(歯科 口腔外科 教授)
北進一教授の御紹 介
黒 田 一 秀
北教授は室蘭の御出身。昭和38年 東京歯科大学 を卒業
後一時母校の薬理学教室 で勉強 され、39年 札幌医科大学
口腔 治療学助手 とな り、引 き続 き口腔外科学の助手,講 師
を経て、50年 弘前大学医学部附属病院助教授 とな り、口
腔外科 を担 当されてこられた新進気鋭の方であります。
札幌医大で は生理学第一講座助手も兼ね、筋生理学 の研
究 を続けておられま した。旭川医大病院歯科 口腔外科は
開院当初 、病院長が名目上科長で、実際 には山中丈夫医
長の ほか助手 ・技工士 ・看護婦諸氏 の御努力と北大歯学




大なのであります。 また診療 の近代化 に伴い、仕事 も多
岐に分化 しますが、本院では1科 で綜合せねばならぬ問
題もありましょう。教授 は北の国でまっ先に進むと読めるお
名前の持 ち主です。持 ちまえの明るさと積極性 とで、どんど
ん仕事 を始められました。教室員諸氏とともに旭川生活を楽
しみながら、診療 ・教育 ・研究の発展を遂げられ、われわれ
を大いに啓発 して下さることと存 じます。(副学長 ・病院長)
学 内 規 程
旭 川 医 科 大 学 屋 外 運 動 場 体 育 管 理施 設 合 宿研 修 所
使 用 規程(昭 和53年1月25日 旭 医大 達 第3号)
この規 程 は、 本 学屋 外運 動場 体 育管 理施 設 に設置 され
た合 宿研修 所 のIf .な運営 を図 るた め、 そ の使 用 につ い
て必 要 な事項 を定 め た もの で あ る。昭 和53年4月1日 施
行 。
旭川 医 科 大学研 究生 規 程 の一 部 を改 正 す る規 程(昭
和53年2月8日 旭 医 大 達 第6号)
この規 程 は 、研 究 生 の受 け入 れ につ い て後 期 の途 中 に
お い て も、特 別の 理 由 が あ る場 合 に限 り入 学 を許 可 す る
こ とかで き るよ う所 要の 改iFを 行 った もので あ る。 昭和
53年2118日 施 行,,(庶 務課)
旭 川 医科 大 学屋 外 運 動場 体 育管 理 施 設合 宿研 修 所
使 用 規程(昭 和53年1月25日 旭 医大 達 第3号)
(趣 旨)
第1条 この規 程 は 、旭 川 医科 大学 屋外 運 動場 体 育管 理
施 設の 合 宿研 修所(以 ド 「研 修 所 」 とい う。)の 使 用
につ いて 、必 要な事項 を定 め る。
(用 途)
第2条 研 修 所 は 、次 の 各hjに 掲 げ る用途 に使 用 す る。
1学 生の 課 外教 育 活 動 のた め の 合宿研 修
2職 員 の合 宿研 修
3そ の他 学 長 が適 当と認 め る もの
(使N1で きるull間)
第3条 研 修 所 を使 用 で きる期 間 は 、 】月4日 か ら12月
27日 まで とす る。
2研 修所 の1回 の 使 用期 間 は 、5日 以内 とす る。 た だ
し、 学長 が必 要 と認 めた 場 合 は、 この限 りで ない。
(∫吏用 丁'frc)
第4条 研修 所 を使 用 しよ う とす る者 は、 原則 と して、
使 用 しよ うと1'るIIの3日 前 まで に、別 に定 め る使 用
願 を教 務 部学 生 、1果に提 出 し、学 長 の許 ・rを受 け な けれ
ば ならな い,,
(遵 守事項)
第5条 研 修 所 を使 用 す る者(以 下 「使 用 者」 と い う。)
は 、次 の 各 》}に掲 げ る事項 を遵守 しなけ れば な ら ない 。
1火 災r防 に留 意 す る こ と。
2喫 煙 は 、 所定 の 場所 で行 うこ と。
3設 備 ・備 品 等 を破 損 又は 滅 失 しない こ と。
4風 糸己を守 る こ とし
5騒 音 ・喧 喚 等 によ り、 他 の者 に迷 惑 をか け ない こ
と,,
6許 ・fされ た 目的 以外 の 使 用 及 び転 貸 は しないこと。
7使f(J許llj其 月間 を守 る こ とQ
8使 用 中 止の と きは、 速 や か に届 け出 るこ とc
9一 時退 出す る と きは 、 ガス栓 ・火器 の点 検 、消燈 ・
方笹錠 の石崔認 を行 うこ と、,
7
10使 用後 は 、 清掃 の うえ原状 に復 し、 係 員 の点 検 を
受 け る こ と。
llそ の他 別 に定 め る注 意 事 項 を守 り、 かつ 、係 員 の
指示 に従 うこと。
(鍵 の受 け取 り及 び返 還)
第6条 研 修 所 を使 用 す る と きは 、次 の 区 分 に従 い係 員
か ら鍵 を受 け取 り、 使 用後 は 直 ちに鍵 を返 却 しなけ れ
ば な ら ない 。
月曜 日～金曜 日 午前8時30分 ～
午後5時
土曜 日 午前8時30分 ～午後0時30分
(国民の祝 日及び国民の祝 日が日曜B
にあた るときは、 その翌 日を除 く。)
(許 可の取 消 し)
第7条 使 用 者 が 第5条 及 び前 条 の規 定 に違 反 した場 合
は 、使 用 許 ・rを取 り消 し、 又は以 後 の 使 用 を許 可 しな
い こ と が ある。
(損害 賠 償)
第8条 使 用 者 が、 設備 ・備 品等 を破 損 又 は滅 失 した場
合 は、 その損 害 を賠 償 しなけ れば な らな い。 た だ し、
事 情 に よ っては 、 その 額 を減 免 す るこ と が あ る。
(雑 則)
第9条 この規 程 に定め る ものの ほ か 、研 修 所 の使 用 に
関 し必 要 な事 項 は 、教 務 部長 が別 に定 め る。
附 則
1こ の 規 程 は 、昭 和53年4月1Hか ら施 行 す る。
2研 修 所 を使 用 で きる期 間 は 、第3条 第1項 の規 定 にか
か わ らず 、 当分 の 間 、4月17日 か ら10月16日 ま で とする。
旭 川 医 科 大学研 究生 規 程 の一 部 を改正 す る規 程
(昭 和53年2月8日 旭 医 大 達 第6号)
旭 川 医科 大 学研 究 生 規程(昭 和50年 旭 医 大達 第19号)
の 一.一部 を次 の よ うに改 正す るD
第.ヒ条 を次 の よ うに改 める。
(研究 期 間/
第7条 研 究 期間 は 、6月 以 上1年 以 内 とす る。 た だ し
研 究 継続 願(別 記 様式 第4)を 学 長 に提 出す る こ とに
よ り引 き続 き在 学 を願 い出 た と きは 、研 究 期 間 の延 長
を許 可 す るこ と が ある。
2前 項 の研 究 期 間 の終 期 は 、学 期 の終 わ りとす る。
附 則




第34回 、第35回 の旭川 医科大学談話会は、 それぞれ昨
年11月16日(水)、 本年2月15日(水)に 次の とおり行
われました。
なお第35回 談話会 をもって、昭和52年 度の実施予定は
全て終 了しま した。学生 、職員の熱 心な聴講 に感謝す る
とともに、今後 とも御協 力をお願い します。
(学生課)
第34回 談話会 昭和52年11月16日 開催 ■
最近経験 した
下腿潰瘍 の数例か ら
水 元 俊 裕
膝関節 から足関節 までの間におけ る皮膚の欠損 を総括
して、一般に下腿潰瘍 とい う。下腿潰瘍は 日常の皮 膚科
診療において、それほ ど稀 な疾患ではないが、 しか し、
その原因は症例 によりさま ざまであ る。すなわち、本症
をこの原因論の立場 からみると、単純 な外傷 によるもの
には じまり、よ り複雑 な背景 を有す る血管性、神経性、
代謝障害、結合織疾患および血液異 常によるものな どに
分け られる。このなかでもと くに重要 なのは、血管性の
ものであろう。す なわち、この血管性下腿潰瘍 は本症の
95%を 占め るといわれ、なかでもこの90%は 静脈性 で、
残 り5%が 動脈性の ものであるとい う。 このように、静
脈性下腿潰瘍 が本症の大部分 を占め るわけであるが、さ
らに重要 なのは、この60%以 上 は、Post-thrombophlebi-
ticsyndromeに 属す ものであるとい うことである。故
に、 日常診療 において下腿潰瘍 を診た場合、われわれは
まず次の点 に留意 しなければならない。す なわち、病巣
の部位 とその性状 を正確 に把握 し、その背景 に原因とな
るような基礎疾患 がないか どうかを確 かめ ることである。
この基礎疾患の存在が否定 された ときは じめて血管性下
腿潰瘍 を疑 う。一般 に血管性下腿潰瘍 は、次にのべ るよ
うな特徴 を有する。す なわ ち、静脈性 のものは、部位的
に下腿 の内穎上方 に多くみ られるのに対 して、動脈性の
ものは、 むしろ趾尖 および踵部 に好 んでみ られる。また、
その形状 は前者では不整形 で、辺縁 が鈍であるの に対 し
て、後者 は円形 ないしは類 円形で、その辺縁 も鋭利に周
囲皮膚 と境 され る。 このほか、静脈性 のものは、概 して
潰瘍底 が汚稜 な肉芽組織で覆 われ、周囲皮膚 も紫藍色 を
呈 し 、浮腫性で一部 は硬 化におちい り、種々な程度のヘ
モジデ リンによる色素沈着および静脈怒張 を伴 な うこと
が多い。これ に対 して動脈性 のものは、潰瘍底 は固着性
の灰黄色膜状 物 に覆 われ、周囲皮膚 も貧血性蒼 白で、 さ
らに乾燥性萎縮 におちい つていることが多い。潰瘍 周囲
の皮膚温は、静脈性の ものでは、む しろ健常部よ り上昇
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してい るの に対 して、動脈性のものでは逆 に下降を来た
す ことが多い。 さらに、静脈性 のものでは通常自発痛は
ないか、またはあって もごく軽 度で、下肢全体 を挙上 さ
せ ることにより緩和 されるの に対 して、動脈性のもので
は、疹痛 は一般に強 く、また しばしば間敏性肢 行を伴 う。




があり、 さらに重要 なのは、ベーチェッ ト病 に随伴す る
ものであろ う。また、下腿潰瘍 の分類上は、感染症の項






は、 まだ時期 尚早であろう。以上のべて きた静脈性下腿
潰瘍 の合併症 として、病巣部皮下に石灰沈着 を来たす こ
とがある。 これもまた本症の治癒機転 を遷延 させ る一因
となっている。最後 に、これまでのべた血管性下腿潰瘍
とい うのは、主 として中等度以上の動脈および静脈 を対
象 としているのに対 して、小動脈の変化によるものがあ
る。 このなかで重要 なのは、血管炎 である。 これは大半
免疫学的機序 によ り発 現するもので、皮膚の小動脈壁 に
おける抗原 ・抗体複合物の沈着によ り、血管壁の破壊 が
おこ り、臨床的には紫班(主 として点状 出血)を 主症状
とす る。好発部位は、下腿の脛 骨前面 から足関節附近 で、
このほかの症状 として、小水庖、壊死、皮下小結節 およ
び潰瘍な ど多彩な像 をとる。 しかしながら、本症 におけ
る潰瘍は、非常 に浅 く、大 きさもせ いぜい碗豆大位 まで
である。組織学的には、この小動脈 の変化に加 えて、二
次的 に小静脈、毛細血管 も侵 されていることが多い。下
腿潰瘍の治療 は、基本的には原因論別 になされねばなら
ない。 このなかで も最も治療抵抗性 である静脈性下腿潰
瘍 につ いては、最近高圧酸素療法および亜鉛 の補給が、
治癒機転の促進 に有効 とされ、注目 されて きている。
(皮膚科学講座 助教授)




生物学教室では発生異常 ・染色体異 常の原因の解明 を
め ざして全員の共同研 究を進 めているが、 ここでは、ヒ
トの染色体異 常との関連 が最近特 に重要視 されてきてい
る"卵 子のエ イジング"の 問題 を中心に、教室 の研究の
一部 を紹介 したい。




%、 初期受精卵では約半数 にも及ぶ とさえ推定 されてい
る。 ヒ トのこの ような高頻 度の染色体異常出現 は他の動
物 にはない極め て特異的 なものである。 その原因 として
最も可能性 の高い ものに卵子のエ イジングがあげられる。
以下に各種エ イジングと染色体異常の関連について我々
の研究 を中心に解説する。
(1)母体の加齢に伴 う卵子の退行変性 ヒ トの卵細胞は
胎児期後期にはすでに増殖 分裂 を終 え、第一成熟分裂前
期の網糸期 に留まってい る。 したがって母体の高齢化 に
伴 い、卯その ものも卵巣内で老化する。 ダウ ン症 等が高
齢 女性の児に高頻度 に生ず ることを考えると、 この種の
卵 升の老化 が染色体異常 と関連 をもつ可能性 は高い。異
常の原因 を知 るためには、異常の生ずるまさにその時期、
すなわち配偶f一形成期、受精期、初期卵割期での研究が
必 要である。そこで我々は卵の染色体標 本作製法 を特に
開発し、チャイニ ーズハムスターの老齢雌の未受精卯及
び2細 胞胚 で染色体分析 を行 った。 その結 果、いずれの
時 期でも染色体異常卵の出現頻度は老齢雌で有意に高く、




増加 し、これが分裂後期 に卵 と第一一極体 に不均等 に配分
される結 果、染色体の数的異常が生ず るとい う、重要な
仮説 がある。 しか し、各々の染色体 を明瞭 に区別で きる
チ ャイニーズハムスターを用いた我々の研究結果では、




胞 が排卵の遅延 によ り許容範囲 を越 えて長期間濾胞内 に
留め られると次第に退行変性 を起 こす。 この現象は発見
者、美甘 により卵子σ)濾胞 内過熟 と命名され、発生異常
・染色体異常の生成原 とみなされているが
、なお詳細 な
検討 を要する点が 多々あ る。 ラ ットで黄体形成ホルモン
分泌を抑 制 して排卯 を48時 問遅延 させると、種々の染色
体異常が有意 に増加す るこ とが我々の研究 で明 らかにな
った。染色体異常生成期直後の2細 胞期で卵 を分析 した




他 に、遅延受精 による卯/の 卯管内過熟、すなわち排
卵 された卵子が受精 されず に長時間放置 されたため に起
こる退行変性 も染色体異常の原因 にな ることが知 られて
いる。 これ ら卵子のエイジングはヒ トの生殖の特性上、





製技術の開発 は不十分であった。 また、 この種の研究 に
は不適当な実験 動物 を用いたため、催奇性実験 等の実験
系 に卵子 のエ イジングの影響 が混入 していることを疑 わ
せ るよ うな例が しば しばみられた。そこで我々はこれら
の基本的 な問題の解決か ら始め、染色体標本作 製技術の
面では従 来の方法よりは るかに信頼度 ・成功率の高 い方
法 を新 しく開発 した。 また、実験動物 としてはチャイニ
ーズハムスター を選 び、本研究室 で繁殖、育成 して用い
ている。 この動物 は安定 した性 周期 をもち、その染色体
は数、形の うえか ら分析 が容易である等、 この分野の研
究に最適の動物 である。 これらの新 しい手法 を用 いて我
々は染色体異常の原因解 明に取 り組んでいる。
(生物学 講師)
第35回 談話会 昭和53年2月15日 開催■
履 性膵炎の病態
建 部 高 明
19世 紀 の 後半 か ら肝 の 慢性 間 質 炎 や肝 硬 変 に類 似 した
膵 病 変 の存 在 が知 られ てい た が、 この よ うな膵 の硬 化 性
病 変 の概 念 が規 定 され た の は 近年 の こ とで あ る。 す なわ
ち、1963年 にMarseillesで 開 催 され た国 際 シ ンポ ジ ウ
ニ・では 、慢 性 膵 炎 は 問質結 合 織 の 増 生 を主 体 とす る不規
則 な膵硬 化 で あ り、 しか も成 因 を除去 して も膵 障害 は 回
復 せ ず 、 あ る いは さら に進 行す る病 態 で あ る と規 定 され
て い る。 しか し、 そ の頃 の わ が国 で は慢 性 膵 炎 に 対す る
考 え方 は 必 ず し も統 一 され てお らず 、 と くに欧 米 とは異
な り軽症 型 が 多 く、 しか しその頻 度 は慢性 胃 炎 や胆 嚢 症
に匹 敵す る な ど、 どち らか と い えば1952年 にHeinsenが
提 唱 した慢 性 膵症(chronischePankreopathie)と い
う考 え方 に同 調 す る傾 向 がみ られ た。
そこ で私 はわ が国 にお け る慢性 膵 炎の 実態 を把 握 す る
た め に は、 この疾 患 の形 態 と機 能 につ い て の知 見 を集積
す るこ と が まず必 要 と考 え、1963年 以 降症 例 の 探 索 につ
とめ た と こ ろ、次 の よ うな知 見 が得 られ た。d〕 慢 性 膵
炎 の形 態 像 の うち も っと も一 般的 な所 見 は 不規 則 に 分 布
す る膵線 維 化 で あ り、次 いで 膵管 系 の拡 張 、管 腔 内 の塞
栓(proteinplug)の 形 成 、膵 管 上皮 の萎 縮 、 消失 、化
生 、腺 房 の 萎縮 と消 失 、間 質 の リ ンパ球 浸 潤 、 間 質 の浮
腫 や実 質 の 出血 壊 死 ある いは 膵嚢 胞 の随 伴 な どで あ る。
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この結 果、慢 性 膵 炎 のx本 的 な形 態像 に関 しては、わ が国
と欧 米 との 間 には相 違 の な い こ とが 判 明 した。〔2〕膵 の
形態 像 に診断 根 拠 をお いた症 例 につ い て各種 膵 機能 を検
討す ると、慢 性 膵 炎 で は まず膵 外 分 泌機 能 、 な かで も膵
管 系 の機 能 を反 映 す るbicarbonate分 泌 の 障害 が先行 し、
次 いで耐 糖能 が減退 し、や が て はmalabsorptionsvn-
dromeが 出現 す る。
次 に 、臨 床像 を分析 して み ると、 症例 の 大 多数 は腹 痛
をも って発症 し、 そ の後 の経 過 にお い て も腹痛 は重 要 な
愁訴 で あ るが 、約5%の 症例 は 全 く無 痛 性 に経 過 し、 こ
れ らの 多くは糖 尿病 を初 発 症状 とす る。1946年 にComfort
らが慢 性 膵 炎 の 本態 と 考 えたchronicrelapsingPancr-
eatitis〔 腹 痛 発作 を反 復 しなが ら経 過 す るtype).と み
な され る もの は過'1三数 を占 め 、 と くに 大酒 家の 症例 の大
部分 は これ に該 当す る。 腹 痛 に次 いで 多いの は体重 減 少
で あ り、 また 過 性 の 黄疸 の 出現 あ るいは 膵腫 瘤 形成 は
それ ぞれ ぽぽ15%に 認 め られ る。
自験 例 の 約70%は 膵管 内 に結 石 を形 成す る慢 性 石灰 化
Hv炎(chroniccalcifyingpancreatitis)で あ る。 そ
こで膵4i形 成 の機 序 を組 織 化 学的 に検 討 して み る と、膵
液酵 素 蛋rlをL成 分 とす るproteinplugは コラー ゲ ンを
含 む層状 構 造物 へ と変 化 し、 これ らは 脱落 した膵管 ⊥ 皮
を中 心 に集 合 し、 こ れ に カ ル シウム が 沈着 して膵 石 とな
る もの と推 測 され る,,慢 性 石灰 化膵 炎 の頻 度 は、 わ が国
を含め て ア ル コー ル消 費 疑の 増 加 しつ つ あ る地 域 で は 、
漸増 して お り、 い まや慢 性 膵 炎 のi三体 とな りつ つ あ る。
慢 性 膵 炎 には糖 尿病 か しば しば合 併 す るが 、 この膵 性
糖 尿病 の特 長 は次 の よ うで あ る,,q:ブ ドウ糖 や トル フ
タマ イ ドな どの刺 激 に対す る イ ンス リ ン反 応 、 また ア ル
ギニ ン刺 激 に対 す る クル カ ゴ ン反応 は とも に減 退 して お
り、 した が りて膵 ラ島 の α また はβ細 胞 のr両者 の機 能 障
害 が推 測 され る、,1Liこ の た め か、 イ ンス リ ン低 反応 の
割 には 耐糖 能 は比 較 的 良好 に保持 され て い る。 また 、 イ
ン ス リン欠 乏時 に しば しば み られ る高脂 血 症 な どの脂 質
代謝 異常は 出現 し難 い。 〔3E外 因 性 イ ンス リンに対 す る
感 受性 は増 大 し、 イ ンス リ ン投 与後 の低 血 糖 が 出現 しや
す く、 血糖 の コ ン トロ ー ルは 必 ず しも容 易で ない。i4i
ケ トー シスや 糖尿 病昏 睡 の 出 現 は稀 で ある。 しか し、 腎
症 や網 膜症 な ど血 管 合併 婚{の頻 度は 、 これ まで考 え られ
て い た程稀 で は な い。
慢 性 膵 炎のLな 死 因 は糖 尿 病 の コ ン トロ ー ル不良 や そ
の 合併 症 で あ り、したガ リて、この 疾 患 の治 療 の要 点 の一一
つ は 、遅 くと も糖 尿 病 の合 併 す る以 前 に診 断 し、膵 病 変
の 進行 を口r及的 に阻 止す る こ とに あ る。 この た め には慢
性 膵 炎の 成因 や 発生 病理 につ いて の究 明 が 必要 で あ るが 、
この疾 患 は複 数 の 素因 のEに ア ル コー ルな どの 後天 的 な
侵 襲因 子 の 加 わ るこ と によ っ て発 生 す る とい う以hに は 、
現 在確 固た る知 見 は得 られ て い ない,,
(「人1番斗弓な第.二講囚≦ 且力孝交手受)
一
■病 理 学 第 一講 座 ■ 佐 藤 利 宏
雄 大 な大 雪 連峰 を窓 か ら ちょい と 見渡 たせ る5階 フロ
ア の%を 占め て 、 当講座 が穏 か に息 づ い て い ます 。 で は
教室 の こ と を少 し く御紹 介 致 しま し ょ う。1)住 人達 の こ
と:(ド 田 教授)そ こ らの 、 あ りあ わせ の 材料 を も とに
して 、 何 で も 自分 で こ し らえ る,,市 内 の細 工 屋 さん が 「
オ レ習 い に く るか な」 と い った とか。 ただ 教 室 にな か な
か 居付 か な いの が玉 に きず 。 〔佐 藤 助 教授)机Lを ちら
か す 天 才、,他所へ も浸潤 性 、 転移 性 に進 出。 かた づ け る
と怒 る。 整理 して置 いて あ るの だ と本 人 は宣 ふ の だ が、,
(高 橋助 手/心 温 か き人。 だがliの 方は な か なか辛 辣 で
実 習時 に ゾー ッ トさせ られた 学生 さん も 多数 。3年 目の
諸 君 御 用心 、 ゴ ヨー ジ ン、 (,..:川 助 手)新 進 気 鋭 の バ イ
タリテ ィー を深 く秘 め て落 着 い た物 腰 。貫 禄 がに じみ出
る。 あ る時 来 客 が助 教授 と間 違 え たの も無 理 も ないこ ど,
咄 越 技"G専 門 職 の組 織 標 本脅三りに加 え て事 務 、給 仕
業 と大 活躍..あ ま り忙 しい の でよ く廊 ドをハ タハ タと走
る。 第… 病理 は 彼女 で もっ てい る との 巷 の噂.㈱ 安 藤 君
:一 期 生、,時た まふ ら りと現 われ て臨 床 の 本 を読 む傍 ら
標 本 もよみ 楽 しんで いる、 「よ く飲 んで くれ と言 わ れ る
が 、 そ れ ほ ど オチ ャ ケが出 ない」 とは 彼 の教 室 評 。2)/1:
事の こ と 、i)ネ ズ ミにつ いて:か つ て 、教 授(脳 血 管 、
脳浮 腫 の超 微 形態)助 教 授 〔肝脳 疾 患 脳,共 に神経 り西理
畑 の研 究 を して いた た め 、現 在 も中枢 神経 組 織 にお け る
単 位 膜 内構 造 、gap、tightjunction等 の研 究 お よ び 末
梢 神経 の節 性 脱髄 の 問題 と取組 み 、細 胞内 小 器 官 一電 顕
切片 、 病変 の 立 体構 築 、単 位 膜 内構 造 一下 田式 装置 での
Freeze-fracture,酵 素系 の 変動 一組 織 化 学 、或 は末
梢 神経 線 維iを1本 つつ 分離 す るな ど形 態 学の 種 々の 方法
論 を駆 使 して、.一同 連 日奮闘 しな が ら 渉 又..・歩 と追 究
して い る。ii)病 院 生検 材 料 につ い て:附 属 病 院 か ら病 気
の 今 断 、治 療 の 目的 で 、検 査 部 に 多数 の組 織 検 査 の依 頼
が あ る。現 在 は 当教 室 が その 任 務 を担 当 して い る関係 ヒ、
毎 日4時 に な る と助 教授 、助 手 は ネ ズ ミの仕 事 を中止 し、
病 院 へIEI向 き、1～2時 間 を費 して、 材 料 を組織 標本 と
す るた め の準 備 をす る。6時 頃教 授 は副 学長 業務 を放 棄
し、 疲 れ きった眼 をみ ひ ら き、 生検 材 料 診断 の た め顕 微
鏡 に向 う。 助 教授 以.ドは 、時 に飛 入 り客 も混 えて 、組 織
診 断 に 毛、造 詣 の 深 い教授 の知 識 を略 奪せ ん と、標 本検 討
会 を始 め る。 困 難 な症 例 には教授 も加 わ り、延 々 と討 論
が続 く。 … 一一 標 本 検討 を終 え ると頭 を再 び ネ ズ ミの
事 に切 替 えて、 よなべ 仕事 を続 け ます 。 か く して 教 室 の
一日 が過 ぎ、凍 て つ く夜空 をみ あげ な が ら一・同 帰途 につ
きます 。脳 裡 に悲 しげ な ネズ ミの顔 と、 にこ や か に退院
して ゆ く病 院 患 者の顔 を重 ね て描 き、明 日 こそは よ り前
進 をとつ ぶ や きなが ら。C78.1,31脱;監 、佐 藤)
(り「苅理 学翁卜;一講 座 目力孝文}受)
一 ア0一
キ トウ シ 山 で ス キ 遠足
第1学 年学 生 を対 象 とす る、恒 例 の スキ ー遠 足 は、 去
る2月4日 〔1コ 、 好 天 に恵 まれ たキ トウ シ国際 スキ ー
場 で行 わ れ ま した.、
参IJIIは 午 前10時 に 学生 玄 関 前 に集 合 し、2台 の バ ス
に分 乗 して 目的 地 へtiき ま した。 指 導 員 及 び学 生 課 職員
か ら諸注 意 を受 け た 後 、班 別練 習、 自由練 習 に 入 り、今
冬初 め て スキ ー にの っ た学 生諸 君 も華 麗 なシュフし ル を描
き、f{頃 の授 業の 成 果 を披 露 して い ま した。(学 生 課)
第1回 歩 く ス キ 講習会
第1回 歩 くス キー講 習 会は 、第1学 年学 生 の うち希望
者 を対象 と し.ぐ、去 る12月7ii(水)、1zHlO日(、1二)
の両 目、 本学周辺 を会場 と して行 われ ま した。
降雪 不足 の ため12113f1(f:)に 予定 され てい た1回
目講 習 が中 止とな り ま した が 、2回 目、3回 目は積 雪 、
天候 と もに恵 まれ 、参bllは ハ ス カ ン グ滑走 、推 進 滑 走
等の基 本技 術 修 得 昇'市内 の ツー リ ン グスキ ー コー スの 紹
介 を受 け楽 し く有 益 な ・時 を過 し ま した 。(学 生 課)
交 通 安 全 講 習 会
学生 及 び職 員 を対 象 と した 交通 安 全講 習会 は 、昨 年11
月30日(水/午 後1時 か ら、旭 川警 察 署時 田 正 交通 課 長
を講 師 に迎 えて第6講 義室 で開催 され ま した 。講 習 会 で
は 最近 び)事故 を例 に と り、交 通5悪 の 追放 及 び冬 季 の道
路状 況 に応 じた安 全運 転 が強 調 され ま した。 これ か らは
融雪 によ るハ ン ドル操 作 ミスや夜 聞 の 路面凍 結 によ るス
リ ッフ親 改が懸 念 され ます 。 学生 諸 君 も安 全運 転 を励 行
し、 また 万が ・に備 えて必 ず 任意 自動 車保 険 に加 入 しま
し ょ気,(学 生 課)
第4回 全学 スポ ツ大会
第41111全 学 スポ ー ツ 大会 は 、 去 る1月23口(月)か ら
2月2日 休ぽ でサ ッカ ー、卓 球 、 バ ドミン トンの3種 目
に わた り開催 され ま した,、学 生 、教官 、事 務官 の 各チ ー
ムが優 勝 をめ ざ して健 闘 しま した が 、結 果 は次 の とお り
です、,サッカ ー1位2B2位4年 選抜 、卓 球 ユ位
事務A2位 教 官 バ ドミン トン1位3A2位 事務A(学 生課)
奨 学 制 度 につ い て
本学 に は、 日本 育英 会 奨学 制 度 の ほか に都 道 府 県 等 の
奨 学 制 度 が あ ります。 この制 度 は 、経 済 的 な援 助 は 勿 論
の こ と、給 貸 与 の 資格 、 条件 、 金額 等 は そ れ ぞ れ異 っ て
い ます の で、 希,;す る学 生は 自分 の資格 、条 件 等 に適 し
た もの に応 募 され る とよ いで し ょ う。
募 集 等 につ い て は、 そ の都 度 公用掲 示 板 に掲 示 しま『弓。
参 考 ま で に現 在 の各種 奨学 生数 は次 の と お りで す。
(学 生 課)
各 種 奨 学 生 数(昭 和53年3月U硯 在)
1
名 称 貸与月額
1奨 学 生 数






(11.000) 70 20117 9 13 69
持別貸与
眈 群as:000000) 3 z 2 1 s
自宅外通学12(1R:000000) 15 13 12 13 17 70
計 28 33 31 24 31 147
北海道医掌及び歯学修学資金50.000 1 4 4 12 12 33
長野県医学生修学資金40 ,0QO i 2 3
棘 舩 衆偉性.修学資金 1 1
、崎,灘 臓3030:000000 1 1
育森県僻地勤糠 呆修学資金40,000 1 1
兵庫県側鰍 確保修f資金40,000 1 し
畑県公匡騰 廻脹興会医テ生奨学資金30,000 1 t
福rr県 医学修学 資金50,000 1 i
1麟 生蝋 連合会医学修学資金50,000 2 4 3
搬 日繍 麟 英撒育嚇響 十10・000 ユ
y-
1
日奏通運育英会奨学金 10,000 1 1







財団法人 変通遺児育英会 20,000 7 1
財団法人杉村先生記念財団奨学金 14,000 1 1
財団法人 小川育英会 zs,000 1 1
明治製菓育英基金奨学金 15,000i 1 1
網 走 支1〕母f奨 学 資金18.000
-一..「 ゴ. 1 1
襯1「睡 学飴18,000 1 1
津別剛奨掌資金 ユo,000 1 1
笑[i内町 奨'1詐資金 6,000 1 1
網E.69?';資 金 8,000 1 1
旭 川rl∫奨 学 資金 10,000 i 1
深 川rl∫奨 学 資金 15,000 1 i
財団法 人 登別育英会 8,000 1 1
計 2 13 10 18 25 68
合 計 〔延 数 に よ る, 30 46 41 42 56 215




車 課外活動用物 品の返却 を 車
学生係では、学生諸君の課外活動用 として大量の貸出
物品 を管理 していますが、整備点検 のため、3月13日(月)
から4月22日(ロ まで貸出 しを停止 します。個人、団体 を
問 わず、学生係か ら物品貸与 を受けてい る学生諸君は直
ちに返却 してくだ さい。返却 が遅 れて物品整理 がで きな
い場 合は、物品貸与停止期間が延長 され ますので注 意 し
て ください。(学 生課)
一 〉〉 一
硬 式 テ ー ス 部
サ ー クル
紹介
サ ー クル活 動 は 、学 生 諸君 が創 造性 を発揮 し、 自主 的
に心 身 を練 磨 し、情 操 を 養 う場 で ある と と もに、 先輩 、
友 人 や顧 問教r,と の緊 密 な接 触 を通 して、 社会 生 活 に必
要 な自律性 、協 調性 を修 得 す る場 で もあ ります 。
本学 には現 在 、 体育 系31、 文化 系22の 学 生団 体 が設 、k
され延812名 の学 生 諸 君 が活 躍 して い ます。各 サ ー クルは
フ レソ シコ.な貴 方 を待 って い ます 。 新 入生 諸君 も豊 か な
人 間性 の 滴 養の た め サ ー クルで活 躍 しませ ん か。(学生 課)
ラ グ ビー フ ッ トボ ール 部
近頃 の ブー ム に乗 じ、 ・昨 年 か ら ラ グビー部 と しての
人t1も 確 保 で き、活 動 もで き るよ うに な り、勝 つ こ とに
開眼 した、,ただ 、 今年 は6年 生 の 先輩 方 が臨 床実 習 に忙
し く、練 習 に 参 加で きそ うに な く、 一日も,_く 、 先輩 方
の抜 け た穴 を埋 め た い と思 って い る。 その た め には 、新
入 部 員のFreshな 力 が是 非 とも必 要 で あ り、昨 年 よ り も好
成績 を残 した い と思 っ て い る。 又 、部 員 は皆愉 快 な奴 ば
か りで 、 コ ンパ な どで は 、少 々 マ ンネ リ気味 の か く し芸
も拝 兄 で きる,,優 秀〔?啄 先輩 方 か ら、 種 々の情 報 も手 に
人 る。 来 たれ ラ グビー 部へ!
「旭 川 に第=の 美智 倣 己を.ヴ」 を旗 印 に発 足 して5年
を数 え る。 昨 年 は待 ち に待 った コー トも完 成 し、 ラ ケ ッ
ト片 手 に 山か ら16kmも 離 れた ド界 の コー トに 行 く不 便 も
な くな っ た。 テ ニ スは 、 こ ち らか ら 「ヤ ッホ ー」 と呼 び
か け て送 った ボ ー ル が、X11彦iとは異 な り 「ア ッホ!ノ」 と
変 化 して返 って く・る と ころ に特 徴 が ある と思 う。 その 変
化 に 対処 す る為 に 、 コー トが使 用 可能 な期 間 は 、 平 日毎
日糸束習 してい ますD(日 芋には 、 目日輩目 も糸東習 す る 奇 人、
怪 人 、変 人!?〕も出現 す る。)但 し試験 の 嵐 の際 は 、臨 時
休 業 も目 血ちますが その 成果 も実 り、 昨 年 は 、王 座 リー
グ2部 優 勝 を逃 した もの の2位 、 個 人 では 、道 内学 生 ト
ーナ メ ン トで 、 ちゃ っか り準 優 勝 した者 は じめ 、恥 ず か
しくな い 成績 を収 め ま した。 現 在 、 日焼 した顔 が約35ほ
ど活 動 して い ます。 その 中 に あ なた の顔 も加 わ って 欲 し
いの で す。 顔 に 自信 が な くて もか ま い ませ ん。 現 に見 る
に耐 えぬ顔 ば か りなの だ か ら。 又 、染 色 体46×Xで あ る
と 自認 す る方 、大 歓迎 です 。 と にか く、 ガ ッ ツの あ る 方
の入 部 を切 に 希望 して お りま す。
追 加:今 春 、雪 残 る旭 川 で雪 ダル マ作 って 遊 ぶの に満
足 し きれ ず、 関 東r一 県 で 合宿 す る予 定 です 。











遠 征 費 は 会
負担 以 外 を
ド1己負担
活 動
6.13・.-6.20旭 川 ラ グ ビ ー 協 会 会 、
長 杯 優 勝[
7.10--7,13全 道 大 会 ベ ス ト4進 出
10.30….11,7東 医 体 ベ ス ト8進 出
5.1～5.11春 季 トー ナ メ ン ト
5.14--5.28大 学 王 座 リー グ戦2部2位5
7.31-.-8.1東 医 体8.26r-9.1新 進 戦
10.1-10.12秋 季 トー ナ メ ン ト
準 硬 式 野 球 部
野球 部は 創 設以 来着 実 に実 力 をつけてい る。我 が野 球 部
は 全 員 一丸 とな った 毎 日の練 習 を基礎 に、一一丸 とな っ て
試 合 に臨 む こ と を目標 と して い る。 「野 球 は試 合 に勝 た
ね ば だ め だ」 この精 神 は 毎 日の クラ ブ活 動 に お いて 常 に
念 頭 に な けれ ば な ら ない 。 「参加 す る こ とに意 義 が あ る
司 こ れ も 理 あ るが、 実 力 あ っての 参 加 が 貴 いの で あ 一.
て 、 こ の 言 葉 を まに受 け る と何 度経 験 して も いや な コー
ル ド負 け を喫 す る。 「み じめ」 の 一言 につ きる。 毎 日の
短 い練 習 の積 み 重ね 、,同 じ練 習 を何 度 も く り返 す 。.・見
す ご く練 習 した 気 に な る。 「ノ〉度 こ そ勝 つ ぞ司 とい き こ
んで 試 合 に臨 む 。9回 裏2ア ウ トラ ンナー1・2塁 。 全
員2-vで 勝 った 気 で い る。 平凡 な セ カ ン ドゴロ。 「や
った 」 と次の瞬 間 フ ァース トへ 投 げ た球 が 大 き くそ れて
ラ イ トへ 点 々 とす る。 ラ イ トバ ッ クホ ーム 。 そ の ボー ル
また さ らに 大 きくそ れて 三塁 ベ ンチ 内へ,,こ の ど さ くさ
に3-2で 負 け る。 「絶 句」、「これ が草 野 球 だ 。 い や こ
れ が ドラマ だ司 『野 球 は ドラマ だ』ど っかの ラ ジオ で や り
て た が 、野球 の お も しろ さは こ こ にあ る。 野 球 は チ ー ム
一12一
フ レーで あ る、悲4こ もご も 全員 の経験 が き らにチ ー ム
を成長 させ るの で あ る,,/¥!も 去 年以Eの 成績 を目指 し
て がん ば ります。 御 声援 願 い ます 。
(責 任 者 稲 葉推 史)
墜唖綴劉
な い か,、昼 休 み体 育館 の2階 道 場 へ 兄 に 来た れ.{'初 心
者、 大 々歓迎!ノ 諸君 の 入 部 を期 待 して 、押 忍。
(文 責 宮 川 広 之)
バ レ ー ボ ー ル 部
誰 で も ・度は 、 クラ ス対抗 バ レー や円 陣 バ スの 経験 が
あ るで しょ う。 そ して も っと ヒアにハ ス がで きれ ば 、華
麗 に スハ イ クか打 て た ら と思 っ た 人は い ませ んか 。 また 、
高校 バ レー か ら脱 皮 した い 人。 勝 利 の美 酒 を味 わいた い
人、 女性 に もて た い人?そ ん な人達 は是 非 とも バ レー 部
に入 りま し ょ う。 そ して 我 々 と ・緒 に2年 連続 東医 体優
勝 と金 メ タル をめ ざ して練 習 しませ ん か、,我が ク ラフは
適 度 な厳 しさ と適 度 な冗 談 をも ちあ わせ た ク ラブ です。
ハ レーが 好 きな 人 な ら き っと気 にい る クラブな の です。
その ・味違 ・)た雰 囲 気 を昧 わ いに 一度 来 て みて ドさい。






魏 鯉 繭 〆㍗
費 舌 動
5.3～5.5樋 大 学 バ レー ポ ー ノレリi
一 グ春 季2部 及 び入 替 戦 優 勝
7.1--7.3全 道 大 学tL_権3位





1学 年 会!人2位8.1東 医 体
旨員 のみ 遠 征/1.12--11.13和 道 会全道 大会個人5位
L費剛
費 活




我 々卓 球 部 は、 旭 川医 大開校 以 来の 長 い伝 統 を持 ち、
昨 年の 北 医 体 での シ ン グル ス3位 をは じめ と して 輝 か し
い 実績 を持 つ ク ラフで あ る。 き らにま た、 練 習 で は 、適
度 に き び し く、初 心 者 には や さ しく、 多方面 に わ た る人
間形 成 を 目標 と して い る。 す な わ ち、 春の 花 見 に は じま
る数 多 くの楽 しい1崔し物 をと りそろ え 、athomeな 雰 囲
気 の中 に男 と 女の ロマ ンが 芽 ば え る、 そ ん な、 ウ ソの よ
うな クラ フで あ る。最 後 に、今 年の 目標 、東医 体 ベ ス ト8、
北 医 体 ユ位Q新 入 部 員の若 いエ ネ ルギ,_乾 杯 ∠ノ
(責 任 者 外 木 秀 文)
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入{=}iめ で と う。 我 が部 は結 成 以 来5年 目 を迎 え、今
年 中 に は 有 段 者 も10名 前後 にな るf定 で 、片 山 主将 以
ド、猪 俣 、 大西 両師 範 、橋 本、 加藤 両 コー チ らの も とで 、
日夜練 習 に はげ ん で い る。 我 が部 に は その 他、 熊殺 しの
こ木 田副 部長 、必 殺 飛 び げ りの 竹 内 先輩 、恐 怖 の看 板破
りの 明FII先輩 、空 中稲 妻突 きの宮 川 先輩 な どユ ニ ー クな
部員 が 多い。 入 部 者は どん な初 心 者 で も3年 以 内 に黒帯
にな れ る。 練 習 は昼 休 み50分 、 諸 君 も気楽 に、 や って み
部員 経 費L 一置一
1鞭1,…rql511,陰 長杯 糎 齪 位
遠 征 費 自己7月 地 区 体Bブ ロ ッ ク4位
負担8HF医 体Aフ ロ ッ ク7位













青い法衣 をまとう。すべ て同 じ光が、同 じ音 を残 して走
りさってゆ く。春だけが持 ち うる特権は行使 されねばな
らない。
ぼ くたちは、 どんな記憶 を残 しているのか?
花粉の雨と、その花粉 を生みおと した"大 樹"の 根元。
そこに くりひろげ られている、 日々の ウラガワに。
弦音(つ るね)と いうのがある。これは音ではない。
光かもしれない。花粉の粒子 をふるわせ るから。ぼ くら
の記憶の底から、化石 になった樹木を堀 り起 こす。感性
をとぎす ましてみれば見 えるの かもしれない。春 の持つ
不可解さとそれをつつむ清澄 な光 を。だから、春 は死ん
だ野ねずみ を生 きかえらせている。
矢は的(ま と)を 射ぬ くのではない。それは光だから、
永遠に溶け こむのである。
弓道 とは永遠 との確 かな呼吸であろ うか?
(責任者 岡闘 真也)






6.20全 道 選 手権7.10地 区 体
8.2～8.5東 医 体8位
10.22～10.23争 覇 戦 優 勝11.7新 人 戦
剣 道 部
今 年 は、我 剣 道 部の 創 設5周 年 で あ り、又 本 学 に とっ
ては6学 年 が満 た され る年 で もあ る。 この 目出 度 い年 に
本学 に入 学 さ れ、剣 道 部 に入 部 され る諸 君 は何 と幸運 な
ので あ りま しょ う。 この 栄 え あ る剣 道 部 の紹 介 に際 し、
部員 の プ ロフ ィー ル を述 ぺ る こ とにす る。 「コ ンパで気
前の よ い我部 の 大 ス ポ ンサ ー、 顧 問 の原 田教授 」 「老体
に鞭打 つ 気 力の剣 道 、元北 大 剣 道部 主将 、監督 の森教 授
」 「酔 えばホ モ 化 の出 る練 習 の 鬼 、錬 士6段 斉藤 師 範」
「山椒 は小粒 で ピ リリ と辛 い、 試 合 に負 け ない6年 東」
n医大 のエ ン ター テ イナ ー 、華 麗 な待 ち剣 、6年 相 沢 」
「胴 を切 らせ ば医 大 一
、6年 大 島 」 「勝 率N・.1、 外 面 的 ニ
ヒルな6年 後 藤a「 歌 と踊 りはNo.1、 姿 勢の 正 しい5年
橋 本」 「猪突猛 進 、内 に秘 め な る女好 き、5年 道 薮」
「面 打 ちの速 さは天 下 一 品 、女 気 零 の4年 野 中 」 「度胸 の
みの剣 、 東京 の プレ イボ ー イ3年 道 仏 」 「春 歌 を歌 えば
医 大 一 、綺麗 な剣 の3年 仲 谷 」 「笑 うと崩 れ る クー ルな
二 枚 目3年 永 瀬 」 「打 た れ強 さで 有名 な3年 新川 」 「ビ
ー ル速 飲 み ク ラプ ー、 肉弾 巨 漢 、2年 山崎 」 「急 性 ア ル
コー ル中 毒 も何 の その 、基 本 に正 しい剣 の2年 百 瀬 」 最
後 に 「なか な か勝 て ない真 面 目一 本の 好 青年 、主 将 の5
年奥 出」 と、総勢17名 の中所帯 である。
(責任者 奥出芳博)











が治ると思った ら大 きなまちがいだ。多 くの患者 さんを
相手に し、 日々新 しくなる技術 と知識 を身 につけ、医学 へ
の最先端 を歩 むには必ず体力の要 るこ とを痛感 する時 が
くると私は思 う。だから新1年 生の諸君には必ず何 か一
つ運動 クラブに入 って、体 を鍛 えて欲 しいと思 う。幸 い
なことに本学には柔道部 があり、経験豊 かな先輩 が君た
ちを立派 な柔道家 に育ててくれると思 う。心 あるものは
参 加 されたい。柔道部の近況 として特筆すべ きは、新3
回生の姉川 と片 山だろ う。.なんといっても初体験の柔道
を1年 で有段 者の地位 にかけのぼったのだから。君達 も
経験の あるな しにかかわらず入部 し、鍛練 して欲しい。
顧 問に生理学第二 講座の助教授青木藩先生、 コーチに市
内進藤病院の高畑氏 を擁 している。部長は新4回 生大木
康生(弐 段)で ある。(責 任者 大木康 生)








サ ッ カ ー 部
動
我 が 部 も、 創 立5年 目 を 迎 え、"球 蹴 り"の 域 を脱
し、や っ と"サ ッカ ー部"と 言 え る域 に達 した と思 われ
る。 か って は おせ じに も強 い と言 えな か った の が、 現 在
で は"旭 医 強 し"と い う感 を全道 各 大学 が持 って い る こ






との 決勝 ・歩f・前 で敗ktは した もの の、 全道3位 とい う
成 績 をあげ 、 今年 は 全道 制覇 も夢 で は ない。 しか し我 が
部 には 、部 員 か少 な い とい う大 きな悩 み が あ る。新 入生
諸 君 よ、 君達 にか け る我 が 部 の期 待 はkき い。 この期 待
を裏 切ら ない こ と を切 に望 ん で、 我 が部 の紹 介 とす る。








5,7旭 川 グ ラ ウ ン ド開 き優 勝
5.28.-5.29北 医 体7,9地 区 体
.31東 医 体 参 加
).15-10.16全 道 大学 選}権3位




我 がク ラブは 、健 全 奪精
神 と肉 体 の も とに部 員 の団
結 を 目標 とす る。練k3`1は
週3日 程度2時 間 で 、初 心
者 で も練 習 につ いて い かれ
.、 る よ う練 習 内 容 を 考慮 して
い る,、
繍零 昨 年 は 東医体 で も3回 戦
螂い灘 ま で進iむな ど、 もっ か 実 力
はL昇 叫㌔ 部 員 も… 人一一人
自 抗性 を持きち練 習 に う ちこ
あ り、観 客 も少 な い,、よ り華 や か な ア ルペ ンや ジ ャ ンプ
の 魅 力に ひ きつ け られ る。 しか し、 その孤 独 の ロマ ンと、
走 った後 の 満 足感 が、 新型 波 動砲 の秘 密 を僕 等 に伝授 す
る。僕 等 のユ ニ フ ォー ム は、 ナ イ ロ ン ・ポ リエ ステ ル。
スキ ー部 に シー ズ ン ・オ フは な い。 夏 は ひ たす ら走 り
ま く り、冬 は雪 に まみ れ る。 実 力 は問 わ な い。 来 た れ。




ん でい る、,したが って 、 これ か ら入 部 を しよ うとす る 方












ボ デ イ ビル デ イ ング
ボ デ ィビ ルは地 昧 なス ポ ーツ です 。合 理 的 な練 習 と根
気 が必要 です 。 しか し、毎 日、馬 鹿 み た い に練 習 を積 め
ば 、 一一般 大 学 の選 手 と対 等 に競 うこ と も 可能 で す 。
我 々 は現 在 、 パ ワー.リフテ ィ ング2種 目 に 力 をい れ た
練 習 を してい ます 。 全員 、入 学 して か ら初 めて バ ー ベ ル
を握 っ た人 ば か りで す が、 連 日の猛練 習 によ り、 部 員 の
水 準 は向 ヒしつつ あ ります 。
とに か く 「続 け る」 つ も りで 入部 して 一ドさい。練 習は
水曜 土曜 午 後 及 び毎 日昼 休 み 。場 所 は体 育館2階 。
債 任 者 佐藤 守 彦)
「部頁1.慈 一膏 一1ヤ 、鳶
「.蒋 額1。,。。。
1:i










夕陽 を 見な か ら涙 か で る時 、 それ は 青春。 青春 て何 だ
ろ 帆,生 き る,て 何、,それ を波 動 砲 の由 来 とと もに知 る
事 がで きるの は、 スキ …剖;距離 陣 、テ ィス タン ス。 自 い


















(写 真は 福 田選 手 が110kgを 挙 上 した瞬 間)
「喜頭 経 費 活 動
一 一侑 禰 一
1。,23全道牲 パ ワー リ。テ,、 グ大
「連盟 費年間 会軽 中量級6位
10i16
,0001'遠 征11.6全 道 学 生 パ ワー リ フ テ ィ ン グ新
1費自己負担 人戦 軽中量級3位 中量級5位⊥一.._
ゴ ル フ 部
我 が ゴ ル フ部の 特 色 と してま ず挙 げ られ るの は 部 員個
人個 人 が 自分 に 合 った 方法 で ゴル フ とい うス ポー ツに取
り組 ん で い る点 で あ る。 練 習場 と して は 名門 の 大雪 山 カ
ン トリー クラブ の使 用 が許 され て い て非 常 に め ぐ まれ て
い る。 費用 も月1,000f'1程 度 で他 の スポ ー ツ に比較 して
もそう高 くな いは ず で あ る。部 員 の ほ と ん どが 大学 に人 っ
一>5
て か ら始 め た 者f、 初 心 者 の ノノに は ヒ 、つ き や す い と思、
わ れ 目L達 を 希 亡1弓 る ノノに は 剤 捧¥.成 先11レとい.)1一
は ら し い 顧 問 ちIll}ら れ る ・りで 期1、1に そ え る と思 い ま1.
と に か くた く さん.り 人1』lll;を待 η で い ま す






糸ボー.一一酬 一.一活 一.一一 『壷一
1言貞10,〔}00PII5il・6iLlヒ 」伍}〔圭『ナ;=」・圭竺月foil∫ミ[・珂f乍5f,[r:
　
3合 宿 費10000711.i[二 海 道 ・11漣繁II計 イ1個ノX101∵・』
.,
　 　
11交 『」疸 費 負fii.il〔}11.1ヒillk,dl'1づE皇 　1∫列 会
iゴIL碑 の 蜘 ノ・…騨 ・
軟 式 テニ ス愛好会
1欧式 庭 球 愛『如'会 は 去 年 ノ..一た1一 トJ)完 成 と 共 に 、誕生
し た 和1.しい ク ノ.ノ(「11そ σ){占亜ll;よ、f.ニ スEi利1¢ り{ト ド
カ・り 委父ノ又/r導そま 、ぐ{ノー一 ノ、を 当≦し む・と し」一,た 示呈だ芝て=一3-
征 ノて 大 会 な と に は ま だ 参 加 し ⊂い ま せ ん 、.試 合 で 勝 つ
こ と よ り 、 み ん な ⊂楽 しみ 、 そ し て 健 康 増 進 を は か ろ)
と い)の か 去 年 のli標 で した で す か ら 各 人 自 由 に 暇 な
時 間 を み つ けc練1ろ ド1して い ま し た.軟 廃 はr_"_ス シL-
/,さ え 買 え ば 、 ンケ ノ トは 学 生 課 か ら 借 り ら れ る の で 、
1よと ん ど「費 月】か か か4)ま 巨 ん
1咬 か いH光 を浴 び ξ 」一 ト を 走 り回 る.の は と て も 気 持
ち ノ)よ い ・ちの で す ま た'レ し糸来習 す れ ば5.ぐfI{11閉 と ケ ー
ノ、を雪5しy)る 皇):=な オtま.5.も ち 茅τ)八.糸農　レ夏者ンン大fで 『ひ
勝 つ こ と を 目II勺、1=する 人 ち 大 歓 迎 で1是 非 部 員 ・同 に
≠、御 指 ㌧暫1〔い た1.・ ま た 医 却 二は 、 看 護n;、 職 員 、 教 官
力」ら!∫ る申矢厚f'夏pチ!.r,歩 ♪り、/♪f卜1よ そ こ二との 親 目.季…も1'袋y)
『ぐし渇き ノ㌧㌧}とu
,c,ノrξ し、ま 畢


























大 東流 合 気道 武 とは 、800年 前の1和{i'1/¥P.の 末 孫 で あ る
新羅 こ郎 義 光 を始 祖 と し、 大東の 館 で修 練 され た こと に
ちなみ 大 東流 と称 され、f/々 甲斐 武 田 家 に伝 承 さ才/た秘
術 で す 、 この 合気武 道 を受 けrlatいで い る 方 か、網 走 に住
んて「 d」ら才1るこ羊526fkニンナミ'家'0>正に日11i.y7;先硅三『び弓一.,日1三冠こ:よ、
この 先 生 に旭 医 大に 来て い た だ き直接 御 指 導 して い ただ
き よ した 。 合 気武 道 とは 元 来 、総 合武 道 で あ り剣 、棒 術
合 気 柔 術 な ど を ま とめて 詫 ノた 言葉 です 。 私 た ちの ツ ーノ
ブで は 、 その 中 で 合気 柔 術 を示束習 して い ます.こ のi.,:nxl
柔 術 は 、'/iの 別 を問わ 戯 こ練 習 で きる所 が 他 の武 道 と
異 な って い ます 、、現 に、 毎 年8月 に網 走 で 演武 大会 が開
か れ ます か、 その 中 には 多数の 熱心 な 女 ∫・力弓己うけ られ 瓶
ます
合気武 道 につ い て少 し説 明 して み ま した 、ど.)で す か
?こ の 合 気武 道 を体 得 し、 少 な くと も自分 の身 は 自分 自
・身で守 れ る ぐらい に なろ う じ一 ない です か 【 私た ちの ケ
ラフ(='は ヘ タで』もや るf:X/のあ る人 を希望 し ます、 以 ヒ
噴 任 者 星 川義 却
「 一一　 .一 一 一 .「..一 一 一一 一 一 一




















落 語 研 究 会
熊 さん:お ・い 与太郎/お'ま え落 研'、て知 って るカ・い
与太郎:う ん 、知 って る よ 落 第研 究 会 だ ろ う 、
熊:お いお・い 、ば か な こ と を言 うん じゃ な い、 あ の ノぐ宇
集団 をつ か ま えて落 第 は な いだ ろ う、落 研 とい うの
、
は な 、 落 語 を 研 究 し、 ま た 自 ら も 演 じて み よ う とい
)会 な ん だ
与・:な ん だ 、 そ う だ ・、た の か 、、,.も ど う して 落 語 な ん か
す る び)か な?
熊:そ うだ な.落 語 に は 、 日 本 に 占'未 か ら 伝 わ る 人 の 心
っ ゴCし】う/!紀 力∫麦♪る/し ≠三よ.II本 を 芝 え た1,1!;!/a)t、
活 を 知 る こ と が で き る ん だ な 、
与:そ う か し"lfiriii、 て い.)の は 、 おk,し ろ い だ け し
め な い ん だ な 、
熊:あ あ そ.)だ,医 者 に 番 大 切 な 、 人 の 心 をつ か む技
術 を身 に つ け るの に 役 、「11つか も し れ な い な 。 ど うた
与 太 郎 もや っ て み な い か 。
与:お い ら も や り た く な っ た な 、 旭 医 大 に は 他 にb'7;t
い ク ラ フ も な い し、 ・つ 落 研 で'大 学 メ1羽」}を楽 し ん で'
み よ う か.
と い う わ け で お 待 ち し て お り ま す.{ノ














部員 経 費 活 動
8 無 料
4月 新歓寄席
6月 学祭 ヒポ クラ亭
8月 白菊会 ア トラクション
天 文 ク フ フ
夜道 を歩 い てい て 、ふ と見 ヒげ た星 空 に暫 し足 を止 め
て眺 め る とい うこと は あ る と思 う。星 空 は 美 しい もの だ
が、 星 につ い てい く らかで も知 って い る と、 その興 趣の
わ き方 もい っ そ う深 い もの に な って くる。 暦 をもた な い
古 代 の 人 々が星 で時 刻 をは か り、季 節 を知 り、 そ して 星
々 をい ろい ろ な神 話 に語 って ま とめ た こ と を思 い起 す と
き、彼 らの想 像 力の豊 か さ とロマ ンチ ック な生活 の様 子
が手 に取 るよ うに感 じられ て くる。(多 少 誇張 ぎみ)
と にか く星 を見な が ら思 い をめ ぐら してみ るの も楽 しい
もの です 。
我 々の とこ ろに は現 在 、 多少壊 れた もの も含め3台 の
望 遠鏡 があ り、 付属 品 も増 えつつ あ って観 測 す る状 態 と
して は だいぶ 整 って きてい ます。 あ とは い かに 多 く利 用
す るか とい うこ とです 。星 に 関心 の あ る人 は ど うか遠 慮
な く クラ ブの門 を叩 い て下 さい。 歓 迎 します。
(責 任 者 工藤 伸 一)




「桟 敷 」 文 の 会
僕達 は、 君達 と話 しが した い。 沈黙 で きな いの は 、僕
達 す べ て が 目撃 者だ か らだ 。 とに か く、君 達 は返 答 しな
け れば な らな い。
"桟 敷"の 連 中は
、 と に か く話 をす るの が大好 きだ 。 じ
っ と坐 って い るこ とが で きな い。 毎 月1度 の例 会 で は 、
好 きな作 家 の作 品 を取 りrげ て、 現 代 に おけ る状 況 の 中
で 自分 の位置 を見誤 らないための方 法 論 を戦 わす。 な ん て
事 は 、 い わば前 哨 戦 で 、本 戦 は 、2次 会 に なって 、酒 を
酌 み 交 わ して始 ま るこ と に な る。 前 哨 戦、 本 戦 ど ち らで
も結構 だか ら、君達 の参 加 を待 っ てい る。
(責 任 者 伊 東 隆雄)
部員 経 費 活 動
21 年額1,200円
5,13例 会 、 梅 崎 春 生 「幻 花 」6.8例
会 、 リ ル ケ 「マ ル テの 手 記 」9.22例
会 、 大 江 健 二 郎 「芽 む し り仔 撃 ち」
10,25例 会 、 中 ヒ健 次 「蛇 淫 」 他
映 画 研 究 会
昨年の春 、狐々の声をあげた我が映研 も、早や、満一
才の春 を迎 える。設立当初 、数人で発足 した部員数 も20
余名 にな り、外郭団体であ る"旭 川名画鑑賞会"の 会員
数 も募集開始半年に して320名 を数 えるに至った。
その間、合評会、学内上映会、講演会 、旭川名画鑑賞
会 など巾広い活動 を展開 して きた わけだが、就中、旭川
名画鑑賞会 は今では北海道 最大の映画団体 となって市民
の中 にしっかりと根 をおろし、町の映画愛好家は もとよ
り映画関係者の間で も注 目される存在にも育 ったのであ
る。 が、ここまでの道は決 して平担 なもの ではな く、30
万強の市の人口、大学の数の少なさ、各学校の映研の不
活発 な活動状況、な ど数 えられないほ どの悪条件のもと
で、悪戦苦闘の末やっとた どりつ いたのである。
が、基礎 はでき、機は熟 した。我 々の最終 目標 である
"旭川 シネマテー ク"も 決 して遠 くはない。
今年、我 が映研はいくつかの新機軸、新企画 をうちだ
す。そ れは、映画製作への試みであ り、大規模な講演会の
開催 を予定 してい る。
是非 とも若 いエ ネルギー を必要 とすべ く、新入生の入
部を熱烈に歓迎する。(責 任者 片 山道弘)





6.26名 画鑑賞会 「道」9.29名 画鑑賞会
「カサ ブ ランカ」10 .29名画鑑 賞会 「第
三の男」11.5名 画鑑 賞会 「灰 とダイヤ
モン ド」12.7名 画鑑 賞会 「青春 の蹉跣」
ドイ ツ 語 研 究 会
わ が独 語研 究 会 は 、発 足1年 足 らず で は あ り ます が 、
五 条 教 会 の ドイ ツ人神 父 さん 、 ロー ター ・ポ レンバ 氏 を
会 話 の 先 生 と して 、週1度 の例 会 を通 じ、 ク ラブ員 一同
ドイ ツ語会 話上 達 の ため に励 んで お りま す。 先 生 の温 厚
な性 格 の た め に、 ク ラブ員 は楽 しい雰 囲 気 で参 加 して い
ます 。 メ ンバ ーは 、独 語 で 本 大学 を受験 した と云 う噂 の
A氏 、 独 力 で原 文 を読 ん で い るB氏 、本 大 学 で 初 め て ド
イ ツ語 に触 れ て、 そ の素 晴 ら しさ に魅 了 されたC君 、 あ
る いは 、 た だつ きあ いで 加 入 して い るD君 な ど 多彩 な 人
員 で す。 本 年度 か らは、態 勢 を整 え、1年 生 に対 して も
独 語 学 習 の ア ドバ イス を行 い 、早 く独 語 に親 ん で も らう
予 定 です 。 又 、上級 学 年 の 人 の加 人 も歓迎 します 。
〉 ドイツ語一一ロ メモ 〈
StudierenSiefleiPigDeutsch
(生 懸 命独 語 を勉 強 しな さい ネ!)
(責 任 者 辻 和 之)
部員 経 費 活 動
6 月額200円 毎週1回 、5条 教 会におい て ドイツ人




昼 休 み にな る と、 ロ ピー に 大 きな人 溜 まりが いつ もで
き る。 そ して 、 ハチ リ ッ ・ハチ リ ッと小 気味 よ い駒 音 が
響 き、 その 度 に 大 きな 歓 声 が湧 く。「お い 、そい つ ア王f
飛 車だ。 ボケ ッ。 」 「いや 、 詰 ん でい るんだ 。」 「投 了
だ。 投 了 だ。」 た いて い 、将 棋 を指 して い る御
当人 よ りも、 ま わ りの オ カ メ八 目が 手 を進 め て しま う。
こん な楽 しい雰 囲 気 が 、 当大 学将 棋 部に は あ る。
将 棋 部 員以外 に も、 い わば 準 部 員 と して盤 使 用 料 を
わず かば か り払 い、 汗 を流 した後 に 一局 とい う御 方 も随
分 と 多い。 我 が 大学 に お いて 、 今 や将 棋 ブ ーム と い って
よいだ ろ う。 さて、 部 員 の お 手並 は、 と言 うとこ れは も
う、全道 大会4位 の 実績 で、 おわ か りで し ょう。 と大 見
栄 を張 って も、 部員 の'iろ均 水 準 は そ れ程 高 い わけ では あ
り ませ ん,去 年 の 第2期 旭 医{人 位 は 、1年 生 が獲 得 し
ま した 。(出 場 者30名 位)部 費 は 、 月1001'1と 安 く、 試
合 も、 学 内 名人戦 の 他 に 、北 大 ・札 医 との 対抗 戦 、 そ し
て 全道 大学将 棋 選 手権 と、数 多 くあ り、 実戦 を通 して 強
くな る こ とが 、可 能 で す。 昨 今 の将 棋 ブー ム 、若 く新鮮
な感 覚 を持 つ 君 と、繊 細 な読 み を持 つ 貴 女、将 棋 の 好 き
な 方 で した ら、 どなた で も、 入 部 を歓 迎 しま す。
〔責ff大 島 英.二)
画肇=配 三亙一 . }劃
…[月 額100円 旭医北 大対抗 戦　
1251他 に臨 時 徴 旭 医 札 医 対 抗 戦`
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■ レニ ン グラ ー ド■
「ク ラスナ ヤ ス トレーパ 、赤 い 矢」 と呼 ば れ る特 急寝
-.
LI列 車で モ ス クワ市 を離 れ 、約8時 間後 プー シキ ン、 ゴ
ー ゴ リ、 ドフ トエ フ スキ ーの 町 と言 わ れ る レニ ング ラー
ド市 に到 者す る。 ロ シ ア帝 政 史 ヒ最 大の 名君 ピ ョー トル
世 は 、 この 地 を フ ィ ンラ ン ド湾 に通 ず るロ シアの窓 と
考え、17世 紀 の 初 め この地 に 要塞 都 市 を建 設 した 。 そ し
て ピ ョー トル 大帝 の 名 を と り聖 ペテ ル フ ル グ と名付 けた 。
その 後 ・時期 この町 はぺ トロ グ ラー ドと改 名 された が、
レーニ ンの死 後 レニ ン グラー ドと呼 ば れ るよ うにな りた 。
眠 い眼 をこす りな が ら駅 を出 る と、 ロ シ ア革 命の 発端
が 芽ば えた とは 信 じ られ ない ネフ スキ ー 大通 りが、 古 い
ヨーロ ッパ都 市の 片鱗 をの ぞ か せて い る、 市内 には イ タ
リアの ベ ニス に劣 らぬ ネ ヴ,・川の 運 河 が流 れ 、 それ に か
か る数 百の橋'」 一つ に1埜史のUILれ が 刻 まれ てL>る 。 そ
して運 河 には彫 刻の ば どこ され た石 造 建 築か そ の影 を う
つ して い る,,レ ニ ン グ ラー ド市 に足 を踏 み 入 れ た と き、
この地 が 白夜 と運 河 と典稚 な イiの都 で あ り、誇 り高 きロ
シア イ ンテ リゲ ンチ ァ の場こと 「ξわ れ る所 以 力塑里解 さ才tる。
ピ ョー トル 大帝 は こ の町 の 建 設 に 着 ∫・した と き、 オ ラ
い た と い う。 レニ ン グラー ドは 、 ソ ビエ ト最北 端 の モ ス
ク ワに つ ぐ大 都 市 で あ るが、 ヨー ロ ソハ 文化 の強 烈 な 影
響 が い た る と ころ で 見受 け られ 、 この 地 が ソビエ トで あ
るこ と を忘 れ きせ る。 ロ シアの.女帝 エ カチ ェ リーナ は 、
西 欧 諸国 と親 交 を結 び 、 エ ル ミター ジ ュ国 ヒ美術 博物 館
の200万 点 に もお よぶ膨 大 な美 術 品 の コ レ ク シ ョン をは
じめ た。 また フ ィ ン ラン ド湾 を望 む ピ ョー トル宮 殿 は 、
ベ ル サ イユ宮 殿 を模 して 造 られた と も言 わ れ る。
・方 レニ ン グラー ドの 郊外 には条 件 反 芽1で有 名 な
Pavlovの 名の 研究 所 が ある 。11i門 か ら研究 所 にい た る
道 路 の 両 側 には 、Pavlov博=1:生 存 中 その ま ま の姿 で 犬
舎 が 並 ん で い る。Pavlov博 二11の名 を知 らな くと も、 条
件 反 射 とい う言葉 は 今や 世界中 の 日常語 とな っ てい る。
第 ⊃欠世 界 大戦 後 、 ソ ビエ トの 神経 生 理 学 は 、 世 界の 水
準 に比 べ て 一時 期停 滞 して いた 、 そ の理 由 の 一つ と して 、
Pavlov博.i:で は な く彼 の 高 弟 か条 件 反射 で 説11ナ1でき な
い研 究 業績 の ほ とん どす べ て を排 斥 した こ とか あ け らね
て い る,、
し か しな が ら現 在 ソ ビー■.トでは 、Pavlov博 ⊥の角瞥斤r
法 に匹 敵 す る新 しい 解析 ∫・法 か別 な角度 か ら開 発 され、新
しい 流 れ の研 究 が始 め られ て し】る.、そ の研/i11グ1L一 フ
の 一人 に[な ぜ その よ うな解析 罫法 が 生 まれ て きたの か」
尋ね て み た.そ の 答 は 「PavlovはSechenov,Lewes
とい う偉 大な 先覚t.flに恵 まれ 、我 々の 前 にはPavlovか
いた か らで あ る」 で あ 一ノた,、
その 答 は 、研 究 に際 しての 恐 考の継 承 む よ び発 展過 程
を素朴 な まで に示 して いた,,モ ス クワへ と 再 び 「赤 い 矢」
で 帰 途 の 私 に、 レニ ン グラー ドllfは歴 史 と研 究 の=方
面 か ら西欧的 な思 考過fl己を教 えて くれた.、
(生 理 ド1:第=講1・1ミ 教授}
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